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• ADHD-RS IV （母親）不注意項目7点（50-75%ile) 
多動・衝動性項目6点（50-75%ile) 










































• ADHD-RS IV （母親）不注意項目20点（95% ile) 
多動・衝動性項目21点（98%ile) 













































PDD 10人、 MR 5人、 LD 2人であった。 9～ l1 
歳（小学校高学年群）ではADHD 1 l人、PDD 7人、
MR 5人、 LD 2人、 12歳～ 15歳（中学生群）で






































二次障害あり 人数 9 
期待値 16.2105 
調整済み残差






















26 I 95 
( X 2(2, N=95)=12, pく0.01)
表2 年齢群別の二次障害（ADHD)
6～8歳 9～ 11歳 12～ 15歳 計
二次障害あり 人数 4 3 4 11 
期待値 6.1875 2.5208 2.2917 
調整済み残差 -1.5076 0.1874 0.6506 
二次障害なし 人数 23 8 6 37 
期待値 20.8125 8.4792 7.7083 
調整済み残差 0.8220 -0.1022 0.3548 
計 27 11 10 48 
( x 2(2,N=48)=2.77 4,ns) 
表3 年齢群別の二次障害（POD)
6～8歳 9～ 1 1歳 12～ 15歳 計
二次障害あり 人数 4 4 5 13 
期待値 5.9091 4.1364 2.9545 
調整済み残差 0ー.9707 0ー.0555 0.7342 
二次障害なし 人数 6 3 。 9 
期待値 4.0909 2.8636 2.0455 
調整済み残差 1.1667 0.0667 0.8824 
計 10 7 5 22 
( x 2(2,・ N=22)=4.9802,ns) 
表4 年齢群別の二次障害（MR)
6～8歳 9～ 11歳 12～ 15歳 計
二次障害あり 人数 。 5 6 
期待値 1.5789 1.5789 2.8421 
調整済み残差 -0.8748 -0.3208 1.6738 
二次障害なし 人数 5 4 4 13 
期待値 3.4211 3.4211 6.1579 
調整済み残差 0.5943 0.2179 1.1371 
計 5 5 9 19 
( x 2(2,N=19)=5.0125,ns) 
表5 年齢群別の二次障害（LD)
6～8歳 9～ 11歳 12～ 15歳 計
二次障害あり 人数 2 2 5 
期待値 1.6667 1.6667 1.6667 
調整済み残差 0ー.4472 0.2236 0.2236 
二次障害なし 人数 。 。 1 
期待値 0.3333 0.3333 0.3333 
調整済み残差 1.0000 0ー.5000 -0.5000 
計 2 2 2 6 
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